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「ミニ探究」フェーズⅡ

「ミニ探究」

フェーズⅠ

①
あるテーマやトピック（例えば，「水」「茶」
な ど）に対して，自分の好きな教科の視点か
ら「問い」を見いだす。

② 小グループで，①で見いだした「問い」と，その
「問い」に込めた想いや背景について対話する。

③ ②の対話をもとに，クラス等で数時間かけて
取り組む「大きな問い」をつくる。

フェーズⅡ

④

③の「大きな問い」に対して，教科ごとの
チームに分かれ，以下のことを検討する。
・この教科の視点や方法で，どのようなア
プローチが可能か。
・そのアプローチによって，どのような結
果が得られそうか（複数）。（調査や試行を
する場合もある。）

⑤
複数教科に及ぶグループで，④の検討結果を
持ち寄り，「大きな問い」に対する「答え」
や「行動」を練り上げ，「探究シナリオ」と
してまとめる。

⑥ 他のグループと「探究シナリオ」を批判的に
検討し合い，リスクと可能性を顕在化する。

⑦ 「大きな問い」の探究プロセスを振り返る。
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　「多様性」は現代社会を象徴するキーワードの一つとなり
ました。確かに，社会全体としては，多様性への寛容さは高
まっているように見えます。しかしその一方で，「私たち」
と「私たち以外」という線引きだけが強まり，意見や価値観
の異なる他者と腹を割って深く対話する機会がむしろ減って
いるのではないか—そのようにも感じられます。
　こうした日本社会の状況を踏まえ，高校探究プロジェクト
は，高校における探究をより対話志向で，他者に開かれたも
のへと転換する必要があると考えています。
　このことは，もちろん，現在広く行われている個人やチー
ムによる「探究」を否定するものではありません。しかし，
探究がともするとＩ型の深掘りに偏り，また“システムへの眼
差し”を欠いた解決策—背後にある構造・仕組み・制度・文
化・相互作用といったシステム全体を見ずに行われる対症療
法的なアプローチ—に陥りがちな側面もあるように思いま
す。高校生が行う探究では，もっと多様な“他者”の眼差しを
取り込みながら進めていくことが大切ではないでしょうか。
そうすることでこそ，多面的・多角的に考えたり，さまざま
な他者をケアしながら合意形成をしたり，「納得解」を創出
したりすることができるようになっていくと考えています。
　高校探究プロジェクトでは、こうした対話志向で他者に開
かれた探究を「探究2.0」と位置づけ、その実践コミュニティ
を全国の高校生や先生方とともに拡げていきたいと考えてい
ます。

　「ミニ探究」は、この「探究2.0」の基盤づくりとなる学習
です。それは，パッケージ型の教材で，探究の流れをなぞる
ようなものではなく，また，「予定調和」の探究でもありま
せん。具体的には、右の二つのフェーズで進めます。
　この「ミニ探究」では，「大きな問い」の設定，それへの
アプローチの考案をいずれかの教科の見方・考え方に落とし
こんで行う活動と，それぞれの教科での検討結果を交流する
活動が柱になっています。

探究を開く

「探究2.0」宣言：対話から始まる『ミニ探究』

　フェーズ1から生徒に取り組ませるほうが自分事化
しやすいですが，場合によってはフェーズ1は教員ら
が行い，フェーズ2，すなわち「大きな問い」を提示
することから始めることも考えられます。いずれにし
ても，最大の特徴は，生徒と教員がともに取り組むこ
とです。教員のみで一つのチームを編成しても，生徒
に混ざって取り組んでもよいでしょう。こうした経験
の積み重ねこそが，総探や教科横断に対する目線が合
い，学校に探究文化の種をまくことになります。
　さらに，後に行う個人やチームでの探究過程でも，
「ミニ探究」の経験を活かす対話の場を設定すること
で，探究文化を芽吹かせることができます。例えば，
探究の初期や中期でのポスターセッションが考えられ
ます。無自覚であった背後にある価値観や他のアプロ
ーチの可能性に気づかされたり，リスク等を問うたり
する場となるはずです。

「ミニ探究」で基盤づくり

　昨年度（2024年度），全国の先生方とともに「ミニ
探究」教材開発ワークショップ（全３回）を開催しま
した。５つのテーマでチームを結成し，教科横断の視
点で協働し，授業デザインに取り組みました。プロセ
スそのものが“探究”になる学びを実感する場となりま
した。ワークショップの様子や参加者の声など，ニュ
ースレター(Vol.37,Vol.41,Vol.43)をご覧ください。

https://g-tanq.jp/wp-content/uploads/2024/09/NewsletterVol.37.pdf
https://g-tanq.jp/wp-content/uploads/2025/01/%E7%94%BB%E5%83%8F.pdf
https://g-tanq.jp/wp-content/uploads/2025/03/NewsletterVol.43.pdf
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高校生から届いた声

・特に，science for scienseではなく，science for
society という言葉にビビッときて，技術は応用し
なければ意味がなく，そのためにどうするかを考え
ることが大切だと。探究活動を行っていくうえで当
たり前だけど大切なことに気がつきました。
・探究における「他者と協議していくことの大切
さ」について深く知ることができました。他者との
協議を通して，自他ともに探究の質を上げていく努
力をしていきます。
・改めて，探究・探求について考えてみて，探究と
は知的好奇心で深めていくこと，探求とは自分の生
き方を見つける場だと思いました。T型・H型人材の
話を聞いて，自分はとてつもなくH型の人間になり
たいと思い，これから探求をする中で，H型人間に
ついても考えてみます！
・今日の話を受けて，この授業を受けるべき態度と
自分の今までの態度がズレていると感じました。こ
れからは自分のことばかりを考えるのではなく，共
助を考えて探究を進めたいと思いました。
・これからの社会において，すべて一人でできる人
材を育成するのではなく，凸凹あるもの同士をいか
に組み合わせるか試行錯誤することが大切だと，考
え方の幅が広がりました。
・今まで探究は自分の気になったことをただ調べ発
表するだけだと思っていましたが，人としての成長
やより良い社会をつくるために大きく貢献してくれ
るものだと知ることができました。
・「問い」や「課題」という壁にぶち当たったとき
に解決しようとする人と，諦めて解決しようとしな
い人と，将来，さらに二極化していくのではない
か。思想や考えの違いを解消するのは難しいが，な
ぜそのようになったのか，背景はなんなのか，とい
うことを掴み，互いを認め合うことで，”いじめのな
い国”ができるのかもしれません。改めて”なぜ探究
を学ぶのか”，”探求とはなんなのか”を考えさせられ
る機会となりました。

　三菱みらい育成財団の助成を受けている北海道札幌西高等
学校の「探究リーダー養成研修」にて，1･2年生16名ととも
に，ワークショップを実施しました。探究リーダーとして，
校内で周りを巻き込みアクションを起こすために，「私にと
って『探究』とは？」「『探究文化』が根付く学校とは？」
という問いを起点に対話を展開し，高校生自身が未来の「探
究」のあり方や探究の可能性について議論を深めました。

高校生とともにこれからの「探究」を考える！

　教育課程特別部会論点整理（令和7年9月25日）で提案さ
れた「次期学習指導要領に向けた検討の基盤となる考え
方」のイメージ図をもとに対話している様子。
S1：重要なキーワードを並べているだけにしか見えない。
S2：社会って結局，階層があるのに，みんながみんな，自
らの人生を舵取りするなんて無理じゃない。
S3：自分は，民主的な社会って，自分の意見を通せる人も
いれば，そうでない人もいると捉えている。全員が社会の
創り手にならなきゃいけないような表現に矛盾を感じる。　

① 私にとって，「探究」とは？
　アイスブレイクの問いとして提示し，個人思考・共有。
最後に，再度問いかけ，変容などを追記してくれました。

②「探究文化」が根付く学校とは？
　個人で付箋に書き出し，チームで共有しながら，種まき
段階，芽吹き，根付いた姿について議論してくれました。

　このように，本ワークショップを通じて，これからの
探究は一元的な価値観での「理想」を目指すのではな
く，得手・不得手や価値観の違いをもつ人々が，互いの
存在を認め合い，思いを推し量りながら対話を重ね，
考え合える場に満ちた社会づくりに，自分たちがどう関
わりうるかを追求する場とすることが大切だという考え
に至っています。これは「文理融合」という視点をはる
かに越えています。
　そして，私たちにとっても，これからの探究成果は，
何を探究したかを見るのではなく，「どのような見方・
考え方や価値観を学び，それがこれからの人生さらには
社会にどう活かせそうかを語れるようになっているか」
で見るべきだということが学びとなりました。

https://g-tanq.jp/
https://www.mext.go.jp/content/20250925-mxt_kyoiku02-000045057_01.pdf

